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論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨の公表 

 

学位規則第 8条に基づき、論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表する。 
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○学位論文の題名 個人の特徴に応じた顔画像の高速で自然な美顔補正法 
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＜論文の内容の要旨＞ 

高画質デジタル画像の容易な編集，加工は高精度の顔画像美顔補正を実現し，美容を始

めとした様々な分野の研究開発へ貢献が大きい．美顔補正にはユーザー側の身近な製品上

で簡単な操作によって高速かつ自然な補正を実現する必要がある．その処理は形状とテク

スチャを区別して各々の補正を行う．本研究は形状補正に着目し, 自然かつ高速な美顔補正

を実現する．従来の補正手法は変形の高精度化に伴って膨大な計算量が必要となる．さら

に，個人の特徴を十分に考慮できていないことから形状変化が不自然になってしまうなど

の問題があった．本研究では上記やその他の問題の改善に関し，以下の 4 つの成果を得た． 

(1) 新しい変形手法として，適応格子 B-Spline 法と部分変形 B-Spline 法を提案し，B-Spline

変換を基に形状変化に必要な変形パラメーターを動的に最適化することにより高速化

と不自然さの低減を実現した． 

(2) B-Spline 変換による不自然さのない変形量をテンプレート化（table 化）し，補正実行

時には table に登録した補正量を利用することで同様の補正を高速に実現した． 

(3) 機械学習による個人の特徴に応じた美顔補正法を提案した．本提案法では顔形状の部分

空間を用いて顔形状の特徴に応じた美顔補正を学習し，補正対象顔画像に対して個人の

特徴に応じた美顔補正を実現した．  

(4) 形状補正とメイク転写によるテクスチャ補正を同時に実現する全自動美顔補正システ

ムを開発した． 
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＜論文審査の結果の要旨＞ 
近年，デジタル画像処理による顔画像の美顔補正に関する研究が盛んに行われるように

なっている．本研究では，画像処理や機械学習などの技術を活用し，個人の特徴に応じた

顔画像の高速で自然な美顔補正法を開発し，その有効性を検証してきた．いくつかの成果

は製品化されている．以下の成果が評価に値する． 

１．従来の B-Spline 変形法を改良し，新たに適応格子 B-Spline 法と部分変形 B-Spline 法

を提案した．形状変化に応じて必要な変形パラメーターを動的に最適化し，高速化と

不自然さの低減を実現した．本提案手法は，美顔補正だけではなく，様々な分野にも

応用できる．  
２．本研究では B-Spline 変換による不自然さのない変形量をテンプレート化（table 化）

し，補正実行時には table に登録した補正量を利用することで同様の補正を高速に実現

した．またこの手法により開発を行った小顔補正アプリケーションが実際の携帯電話

に実装された点も評価できる． 
３．機械学習による個人の特徴に応じた美顔補正法を提案した．顔形状の部分空間法を用

いて，顔形状の特徴に応じた美顔補正の学習により，個人の特徴に応じた美顔補正を

実現した．美顔補正の一つの枠組みとして評価できる． 
４．形状補正とメイク転写によるテクスチャ補正を同時に実現する全自動美顔補正システ

ムを開発した．本システムも製品化されようとしている． 

本論文の審査に関して，2012 年 2 月 12 日（日）13 時 00 分～14 時 00 分クリエーショ

ンコア 5 階メディア情報会議室において公聴会を開催し，申請者による論文要旨の説明の

後，審査委員は学位申請者瀬尾昌孝氏に対する口頭試問を行った．各審査委員および公聴

会参加者より，形状補正とテクスチャ補正の関連付け，照明問題，学習データの作成法，

B-spline のパラメーターの求め方などについて質問がなされた．いずれの質問に対しても

申請者の回答は適切なものであった．よって，以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果

を踏まえ，本論文は博士の学位に値する論文であると判断した． 

 

＜試験または学力確認の結果の要旨＞ 

本論文の主査は，本論文提出者と本学大学院理工学研究科総合理工学専攻博士課程後期

課程在学期間中に，研究指導を通じ，日常的に研究討論を行ってきた．また，本論文提出

後，主査および副査はそれぞれの立場から論文の内容について評価を行った． 

 本論文提出者は，本学学位規程第 18 条第 1 項該当者であり，論文内容および公聴会での

質疑応答を通して，本論文提出者が十分な学識を有し，博士学位に相応しい学力を有して

いると確認した．また，本論文提出者は工学的な面においても学術的な面においても国際

的に評価される研究を行っている．ジャーナル論文（査読付）3 編，国際会議論文（査読付）

3 編を発表しており，特許（公開中）2 件を出願している．また、平成 22 年度電気関係学

会関西支部大会において研究奨励賞を受賞している．量的ならびに質的に優れた研究業績

により後期課程 2 年在学での修了が適当と判断した． 

以上の諸点を総合し，本論文提出者に対し，本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて「博

士（工学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する． 


